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市 政 に 関 す る 一 般 質 問 通 告 書 

 

 第 １ 回定例会における一般質問を下記のとおり通告します。 

 

質問事項 要旨 （質意を明確、具体的に） 

１ 地域防災力の向上について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域経済対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 行財政運営について 

（１）地域防災力の向上について問う。 

ア 災害発生時、行政で繰り返される「想定外」という言い訳や事前準備の不足を可能な限り減

らし、被害や混乱を低減し、かつ災害関連死を可能な限りゼロにするためにも、震度７を想定

した被害想定を行うべきと考えるがどうか。また避難者の仮設住宅を早期に着手するために、

どのような準備をしているのか。 

イ 令和６年度までの取り組みや到達の見える化を図り、自宅待機者や自主避難者への支援等の

見える化を図るべきと考えるがどうか。 

ウ 内閣府（防災担当）の「自治体向けの避難所に関する取組指針・ガイドライン」改訂（２０２

４年１２月）をうけ、本市の取り組みにどのように充実・強化を図るのか。また、公的備蓄対象

の拡大・充実をはじめ、トイレ対策、福祉避難所、本市業務継続計画（ＢＣＰ）等に大きな課題

を感じているが、令和７年度を含め３年間の総合計画実施計画上、どのような点を強化し、ど

の程度、課題解消ができるのか。 

 

（１）働く人の賃金を抜本的に引き上げる取り組みについて問う。 

ア 国や経済界への取り組みをさらに促進するために、地方行政を預かる市長としてどのような

取り組みが必要と捉えているのか。 

イ 市職員のうち会計年度任用職員における更なる時給引き上げはもとより、特に業務委託や指

定管理など市の公共サービスを担う民間事業者の従事者にむけた実効性ある賃上げ政策につい

て問う。 

ウ 市内事業者における従業員への賃上げを抑制するかのような本市の法人市民税法人割の超過

課税の賦課について、少なくとも資本金１，０００万円未満の中小零細企業は課税標準に引き

下げ、労賃等の改善を誘導すべきと考えるがどうか。 

（２）物価高騰が続く中で、市内商工業や農業への支援が必要と考えるがどうか。 

 

（１）市民からの信頼を高める行財政運営を図る視点から旧割烹新川屋本館活用方針について問う。 

 

 



 


